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第
４
回
例
会 

２
０
２
３
年
７
月
１
５
日
（
土
） 

投
句
締
切
分 

お
題 
「
ゼ
ロ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
田
あ
か
り 

選 

ゼ
ロ
の
数
自
分
に
縁
は
な
い
と
知
る  

 

浜
脇
蓬
生 

こ
の
夢
を
捨
て
た
ら
何
も
な
い
私 

 
 

春
田
敏
晴 

貯
金
ゼ
ロ
風
に
吹
か
れ
て
マ
イ
ペ
ー
ス 

 

林
と
も
こ 

右
上
の
小
さ
い
千
を
見
落
と
し
た 

 
 

浜
脇
蓬
生 

わ
た
く
し
を
お
返
し
ま
す
た
だ
の
空  

 

真
鍋
心
平
太 

新
し
い
自
分
に
な
ろ
う
ゼ
ロ
に
す
る  
 
直
子 

物
価
高
ゼ
ロ
の1

桁
増
え
て
い
る 

 
 

堀
内
き
み
子 

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
孫
五
人 

 

林
と
も
こ 

ゼ
ロ
か
ら
の
夫
婦
を
重
ね
ダ
イ
ヤ
婚  

 

山
野
寿
之 

無
限
へ
と
伸
び
し
ろ
秘
め
た
ゼ
ロ
が
あ
る 

 

小
西
博
稀 

2

号
店
の"

ぼ
う
ず"

ジ
ン
ク
ス
覆
し 

 
 

波
部
珀
兎 

父
の
文
庫
に
愛
着
の
あ
る
『
零
の
焦
点
』 

 

波
部
珀
兎 

(

五
客) 

佳
５ 

我
が
人
生
プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ
で
ピ
ン
コ
ロ
リ 

松
島
き
よ
み 

佳
４ 

ゼ
ロ
が
減
り
心
許
な
い
預
金
帳 

 

松
谷
由
夏 

佳
３ 

今
は
ま
だ
痛
み
を
知
ら
ぬ
ゼ
ロ
歳
児 

 

秋
山
加
代
子 

佳
２ 

ゼ
ロ
か
ら
の
一
歩
未
知
へ
の
無
限
大 

 

井
澤
壽
峰 

佳
１ 

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
初
日
の
出 

 

松
谷
由
夏 

(

三
才
） 

人 

今
日
か
ら
は
仕
切
り
直
し
と
誓
う
朝 

 

青
空 

地 

旅
人
よ
０
番
線
の
風
に
な
る 

 
 

浜
知
子 

天 

い
い
で
す
ね
可
能
性
あ
る
ゼ
ロ
が
好
き 

 

信
子 

軸 

視
界
ゼ
ロ
北
窓
だ
け
の
四
畳
半  

 

秋
田
あ
か
り 

 
 

 
 

 

(

選
評
） 

人
の
句 し

き
り
直
し
す
る
度 

新
し
い
自
分
に
な
れ
ま
す
。 

何
歳
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

地
の
句 

０
番
線
の
風
な
ん
て 

よ
う
や
く
自
由
の
鳥
に 

な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

天
の
句 ゼ

ロ
を
描
く
と 

ま
あ
る
い
球
根
の
よ
う
で
す
。 

し
っ
か
り
明
日
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
私
も
好
き
で
す
。 

 

 
 

 

第
３
３
回
例
会 

２
０
２
５
年
１
月
１
５
日
（
木
） 

投
句
締
切
分 
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お
題 

「
手
袋
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
野
正
邦 

選 

佳
２ 

オ
ム
ツ
替
え
ゴ
ム
手
袋
の
介
護
の
日 

 

松
谷
由
夏 

佳
１ 

手
袋
の
右
手
ば
か
り
を
な
く
す
癖 

 

山
野
寿
之 

(

三
才
） 

人 

雪
道
に
右
手
袋
が
落
ち
て
い
る  

 

林
と
も
こ 

地 

手
袋
を
投
げ
た
相
手
に
送
る
塩  

 

秋
山
加
代
子 

天 

片
方
は
現
地
に
置
い
て
旅
の
空  

 

浜
脇
蓬
生 

軸 

皮
手
よ
り
君
に
似
合
い
と
軍
手
言
う 

 

佐
野
正
邦 

 
 

 

(

選
評
） 

人
の
句 大

雪
だ
っ
た
の
か
？ 

 

道
を
確
保
す
る
た
め
に
奮
闘
し
た
手
袋
。 

大
丈
夫
で
す
。
あ
な
た
の
安
全
守
り
ま
す
。。 

一
安
心
し
た
右
の
手
袋
で
す
ね
。 

地
の
句 右

手
袋
を
投
げ
ま
し
た
。
宣
戦
布
告
で
す
。 

時
が
経
ち
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

心
の
広
い
作
者
で
す
。 

戦
わ
ず
に
き
っ
と
仲
直
り
で
き
ま
す
よ
。 

天
の
句 又

来
る
よ
、
ま
た
会
お
う
。
誰
の
所
に
置
い
て
き
た
の
か
な
、
右
の
手
袋
。 

恋
人
、
家
族
、
恋
敵
、
よ
き
ラ
イ
バ
ル
で
し
ょ
う
か
。 

き
っ
と
す
べ
て
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。 

と
っ
と
き
の
皮
手
袋
に
カ
ビ
が
生
え 

 

秋
田
あ
か
り 

手
袋
を
捨
て
て
ラ
ン
ナ
ー
さ
ら
に
前 

 

小
西
博
稀 

柵
上
の
片
手
袋
の
悲
し
さ
よ 

 
 

蔵
内
歳
重 

指
先
の
出
る
手
袋
で
夢
つ
か
む 

 
 

平
川
柳 

軍
手
は
め
雑
草
ま
み
れ
の
庭
掃
除  

 

東
尾
由
子 

夜
鍋
し
て
紡
ぐ
手
袋
母
の
愛 

 
 

井
澤
壽
峰 

手
袋
の
ま
ま
で
指
切
り
そ
れ
も
愛  

 
久
世
高
鷲 

寂
し
さ
を
隠
す
手
袋
持
っ
て
い
る  
 
直
子 

見
つ
か
ら
な
い
片
方
寂
し
い
右
手
袋 

 

波
部
珀
兎 

汚
れ
て
も
軍
手
ま
ぶ
し
い
畑
仕
事  

 

小
西
博
稀 

血
と
汗
の
滲
む
軍
手
に
あ
る
矜
持  

 

井
澤
壽
峰 

ひ
び
だ
ら
け
手
袋
を
編
む
母
の
手
は 

 

東
尾
由
子 

(

五
客) 

佳
５ 

手
袋
を
脱
い
で
温
い
手
仲
直
り 

 

堀
内
き
み
子 

佳
４ 

血
の
滲
む
作
業
を
終
え
た
軍
手
干
す 

 

久
世
高
鷲 

佳
３ 

手
袋
の
穴
か
ら
貧
が
忍
び
寄
る 

 

秋
山
加
代
子 
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高
い
支
持
維
新
ま
で
も
が
便
乗
し  

 

加
山
勝
久 

年
玉
も
電
子
マ
ネ
ー
に
変
わ
る
か
も 

 

浜
脇
蓬
生 

初
春
に
心
機
一
転
初
投
句 

 
 

井
澤
壽
峰 

癌
告
知
ガ
ク
ガ
ク
の
後
腹
座
る 

 
 

松
谷
由
夏 

亡
夫
の
干
支 

己
が
持
ち
去
っ
た
五
十
肩 

 

三
枝
な
な 

日
常
が
静
か
に
戻
る
年
の
明
け 

 
 

秋
山
加
代
子 

振
り
向
け
ば
紆
余
曲
折
の
ダ
イ
ヤ
婚 

 

山
野
寿
之 

人
の
愛
時
の
流
れ
に
去
っ
て
ゆ
く  

 
東
尾
由
子 

盤
上
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
歩
が
悪
い 

 
久
世
高
鷲 

い
つ
も
関
心
！
目
礼
を
す
る
小
学
生 

 

波
部
珀
兎 

い
い
格
好
す
れ
ば
待
っ
て
る
後
始
末 

 

佐
野
正
邦 

待
っ
て
み
る
次
の
電
車
で
く
る
奇
跡 

 

浜
知
子 

「
あ
ほ
う
」
の
地
未
だ
捨
て
ず
に
老
い
の
嵩  

小
西
博
稀 

続
け
た
い
話
な
ど
な
い
長
電
話 

 
 

信
子 

(

五
客) 

佳
５ 

人
生
は
そ
ん
な
も
ん
で
す
言
う
電
話 

 

武
智
三
成 

佳
４ 

田
舎
に
も
都
会
と
同
じ
冷
た
い
死 

 

蔵
内
歳
重 

佳
３ 

フ
ァ
ス
ナ
ー
が
出
来
な
い
と
夫
じ
っ
と
立
ち 

青
空 

佳
２ 

ま
ま
な
ら
ぬ
こ
の
世
へ
投
げ
る
お
賽
銭  

秋
山
加
代
子 

 

佳
１ 

革
命
を
信
じ
た
軍
鶏
の
血
の
と
さ
か 

 

平
川
柳 

(

三
才) 

人 

ホ
バ
リ
ン
グ
ば
か
り
で
終
わ
る
あ
か
ん
た
れ 

林
と
も
こ 

地 

向
き
合
う
と
裏
切
っ
て
く
る
魂
よ 

 

直
子 

天 

美
し
く
立
て
た
だ
ろ
う
か
月
を
見
る 

 

直
子 

軸 

年
賀
状
減
っ
て
寂
し
い
そ
れ
も
良
し 

 

真
鍋
心
平
太 

 
 

(

選
評
） 

人
の
句 現

代
人
の
痛
い
と
こ
ろ
を
突
く
一
句
。 

決
断
を
先
送
り
に
し
て
、
時
間
切
れ
・
諦
め
の
境
地
に
至
る
。 

「
あ
か
ん
た
れ
」
は
自
嘲
で
矛
先
が
他
人
に
向
か
な
い
と
こ
ろ
が
良
い
。 

地
の
句 こ

の
句
の
怖
さ
は
、 

裏
切
る
主
体
が
「
他
人
」
で
は
な
い
と
こ
ろ
だ
。 

誠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
瞬
間
に
理
想
に
届
か
な
い
現
実
に
気
付
く
。 

「
魂
よ
」
は
祈
り
で
も
あ
り
罵
倒
で
も
あ
る
。 

こ
の
逆
説
が
胸
に
刺
さ
る
。 

天
の
句 月

を
見
上
げ
る
前
に
、
外
見
で
は
な
く
、
生
き
方
・
姿
勢
・
覚
悟
と
い
う 

自
分
の
立
ち
姿
を
確
か
め
て
い
る
。 

し
か
し
月
は
何
も
答
え
な
い
し
、
逃
げ
場
も
な
い
。
凛
と
し
た
姿
が
清
々
し

い
。 

 

お
題 

「
雑
詠
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
鍋
心
平
太 

選 
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お
題 

「
鼓
動
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

互 

選 

１
点 

コ
ー
チ
の
手
が
ポ
ン
と
背
押
す
ル
ー
テ
ィ
ン 

三
枝
な
な 

 
 

恋
心
愛
の
告
白
待
つ
鼓
動 

 
 

堀
内
き
み
子 

 
 

訃
の
知
ら
せ
鼓
動
も
早
く
な
っ
て
冬 

 

林
と
も
こ 

 
 

久
し
振
り
の
恋
の
予
感
に
ハ
ー
ト
ド
キ
ド
キ 

波
部
珀
兎 

 
 

来
な
い
人
に
ド
キ
ド
キ
１
０
分
の
間 

 

信
子 

 
 

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
ネ
コ
三
匹
が
大
あ
く
び 

 

加
山
勝
久 

 
 

心
音
を
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

 

青
空 

 
 

ド
ク
タ
ー
の
検
査
結
果
待
つ
鼓
動 

 

堀
内
き
み
子 

 
 

明
日
帰
省
ラ
イ
ン
は
息
子
ど
ん
ど
晴
れ 

 
松
島
き
よ
み 

 
 

ⅯA
G

A

マ
ガ
と
鼓
動
高
鳴
る
こ
の
地
上 

 
小
西
博
稀 

 
 

合
格
通
知
開
く
ド
キ
ド
キ
震
え
る
手 

 

青
空 

 
 

歳
重
ね
乱
れ
打
ち
す
る
心
の
臓 
 

松
島
き
よ
み 

 
 

女
医
に
脈
年
甲
斐
も
な
く
ド
キ
ド
キ
し 

 

加
山
勝
久 

２
点 

修
羅
場
終
え
鼓
動
抑
え
る
酒
２
合 

 

蔵
内
歳
重 

 
 

午
年
の
覇
気
を
貰
い
に
初
詣 

 
 

武
智
三
成 

 
 

不
整
脈
わ
た
し
の
常
が
よ
こ
た
わ
る 

 

小
西
博
稀 

 
 

初
恋
に
ハ
－
ト
ド
キ
ド
キ
ド
キ
踊
る 

 

井
澤
壽
峰 

３
点 

  

心
臓
が
ま
だ
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る 

春
田
敏
晴 

 
 

さ
あ
選
挙
右
の
鼓
動
が
左
向
く 

 

岩
原
一
角 

 
 

春
の
鼓
動
耳
を
す
ま
せ
ば
地
中
か
ら 

久
世
高
鷲 

 
 

富
士
山
の
鼓
動
が
伝
う
八
合
目 

 

浜
知
子 

 
 

 

大
地
の
鼓
動
感
じ
つ
つ
朝
散
歩 

 

蔵
内
歳
重 

 
 

画
面
か
ら
覇
気
を
感
じ
る
安
青
錦 

 

武
智
三
成 

４
点 

新
し
い
命
が
鼓
動
呱
呱
の
声  

 

山
野
寿
之 

 
 

休
眠
打
破
い
の
ち
の
芽
吹
く
春
の
音 

 

秋
田
あ
か
り 

５
点 

静
け
さ
の
中
で
鼓
動
の
音
と
居
る 

 

林
と
も
こ 

 
 

と
き
め
き
が
あ
っ
た
時
代
を
忘
れ
な
い  

春
田
敏
晴 

 
 

新
年
だ
わ
た
し
の
太
鼓
打
ち
鳴
ら
す 

 

直
子 

 
 

胎
児
の
心
音
マ
マ
へ
の
応
援
歌 

 

秋
山
加
代
子 

 
 

ケ
ー
タ
イ
を
切
っ
た
ら
残
る
鼓
動
だ
け  

真
鍋
心
平
太 

６
点 

と
き
め
き
を
忘
れ
た
頃
の
不
整
脈 

 

松
谷
由
夏 

 
 

新
刊
の
帯
の
鼓
動
に
手
が
伸
び
る 

 

山
野
寿
之 

７
点 

清
張
の
鼓
動
聴
こ
え
る
父
の
書
庫 

 

浜
知
子 

 
 

気
付
か
な
い
ふ
り
し
て
あ
げ
る
恋
の
音 

直
子 

 
 

琴
線
に
触
れ
て
心
の
撥
鳴
ら
す 

 

井
澤
壽
峰 

８
点 

地
鳴
り
す
る
地
球
が
鼓
動
す
る
如
く 

秋
山
加
代
子 

 
 

透
き
通
る
風
の
鼓
動
は
母
の
声 

 

平
川
柳 

 
 

筆
跡
が
鼓
動
の
よ
う
な
ラ
ブ
レ
タ
ー 

真
鍋
心
平
太 

９
点 

や
が
て
来
る
春
の
鼓
動
の
匂
う
土 

 

秋
田
あ
か
り 

  

得
点
が
あ
る
も
の
を
す
べ
て
点
数
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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お
題 

「
霜
」
短
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

互 

選 

４
点 

霜
や
け
の
手
を
摩
る
母
の
手 

 
 

山
野
寿
之 

 
 

１
０
星
霜
を
川
柳
の
道 

 
 

蔵
内
歳
重 

５
点 

落
ち
葉
を
包
む
う
っ
す
ら
の
霜 

 

秋
田
あ
か
り 

 
 

霜
の
朝
に
も
冬
ば
ら
は
咲
く 

 

武
智
三
成 

 
 

母
の
霜
焼
け
父
の
あ
か
ぎ
れ 

 

松
島
き
よ
み 

 
 

死
ぬ
ま
で
母
で
霜
や
け
の
手 

 

真
鍋
心
平
太 

 
 

霜
柱
踏
む
御
百
度
の
ご
と  

 

秋
山
加
代
子 

６
点 

後
悔
は
な
い
霜
柱
踏
む 

 
 

直
子 

 
 

霜
柱
踏
み
こ
と
ば
ま
る
め
る 

 
 

小
西
博
稀 

７
点 

霜
踏
み
し
め
て
行
く
始
発
駅 

 

久
世
高
鷲 

９
点  

百
の
さ
す
ら
い
霜
が
見
送
る 

 
 

真
鍋
心
平
太 

11

点 
 

霜
が
溶
け
そ
う
恋
も
溶
け
そ
う  

 

直
子 

12

点  

凍
て
つ
い
た
霜
旨
い
白
菜 

 
 

林
と
も
こ 
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今
月
の
投
句
者
（
２
６
名 

敬
称
略 

太
字
は
初
参
加
の
方
で
す
。 

） 

三
枝
な
な 

久
世
高
鷲 

井
澤
壽
峰 

佐
野
正
邦 

信
子 

 

加
山
勝
久 

堀
内
き
み
子 

小
西
博
稀 

山
野
寿
之 

岩
原
一
角 

平
川
柳 

 

青
空 

春
田
敏
晴 

東
尾
由
子 

松
島
き
よ
み 

松
谷
由
夏 

林
と
も
こ 

武
智
三
成 

波
部
珀
兎 

浜
知
子 

浜
脇
蓬
生 

直
子 

 

秋
田
あ
か
り 

蔵
内
歳
重 

秋
山
加
代
子 

真
鍋
心
平
太 

皆
様
ご
参
加
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

１
点 

霜
踏
み
な
が
ら
朝
練
に
耐
え 

 

久
世
高
鷲 

 
 

霜
柱
踏
む
曽
根
崎
心
中 

 

平
川
柳 

 
 

ゴ
ジ
ラ
の
子
ど
も
霜
柱
踏
む 

 

平
川
柳 

 
 

何
年
振
り
か
霜
降
り
の
肉 

 

浜
知
子 

 
 

霜
柱
午
後
に
ぬ
か
る
み
田
舎
道 

加
山
勝
久 

 
 

昭
和
の
子
ど
も
霜
焼
け
の
指 

 

松
谷
由
夏 

 
 

初
霜
を
踏
む
三
学
期
の
児 

 

秋
田
あ
か
り 

 
 

霜
柱
踏
む
登
校
の
子
ら 

 

浜
知
子 

 
 

リ
ズ
ム
ザ
ク
ザ
ク
踏
む
霜
柱 

 

堀
内
き
み
子 

 
 

寒
さ
忘
れ
た
霜
柱
踏
み 

 
青
空 

 
 

霜
降
り
肉
を
大
き
く
見
せ
る 

 

春
田
敏
晴 

２
点 

子
供
も
さ
わ
ぎ
嬉
嬉
と
麦
踏
み 

小
西
博
稀 

 
 

耳
に
霜
や
け
美
容
師
が
指
摘 

 

三
枝
な
な 

 
 

霜
月
で
す
が
ま
だ
扇
風
機 

 

春
田
敏
晴 

 
 

霜
囲
い
し
て
労
る
牡
丹 

 

山
野
寿
之 

 
 

極
寒
の
朝
霜
そ
そ
り
立
つ 
 

井
澤
壽
峰 

 
 

霜
柱
踏
む
赤
い
長
靴 

 

松
島
き
よ
み 

 
 

庭
の
草
踏
み
霜
の
声
鳴
る 

 

東
尾
由
子 

 
 

霜
が
降
る
夜
空
気
キ
ラ
キ
ラ 

 

東
尾
由
子 

 
 

霜
焼
け
の
指
苛
立
つ
あ
の
子 

 

武
智
三
成 

 
 

寒
の
入
り
来
て
霜
柱
立
つ 

 

井
澤
壽
峰 

 
 

幾
星
霜
経
た
思
い
出
写
真 

 

波
部
珀
兎 

３
点 

キ
ラ
キ
ラ
の
霜
踏
み
学
童
児 

 

青
空 

 
 

ご
め
ん
ね
と
言
い
霜
柱
ザ
ク 

 

三
枝
な
な 

 
 

霜
柱
踏
み
ラ
ン
ド
セ
ル
行
く 

 

松
谷
由
夏 

  
 

 
 



 

 

 

 

  川
柳
天
守
閣 

連
載 

評
論
「
現
代
川
柳
の
詩
学
」
を
考
え
る 

㉕ 

剣
花
坊
の
「
民
衆
藝
術
」
と
し
て
大
正
川
柳 

十
八
世
川
柳
宗
家 

閑
成
庵
川
柳 

平
川
柳
（
東
京
川
柳
会
主
宰
） 

老
車
夫
の
喘
ぐ
後

う
し
ろ

に
昼
の
月 

 
 
 
 

剣
花
坊 

 

 

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
作
。
人
力
車
は
明
治
・

大
正
に
普
及
し
た
人
力
で
人
を
運
ぶ
乗
り
物
。
そ
れ
を
曳 ひ

く
の
が
「
車
夫

し

ゃ

ふ

」
。
東
京
で
馬
車
を
見
た
発
明
家
の
和
泉

要
助
（
一
八
二
九‐

一
九
〇
〇
）
、
鈴
木
徳
次
郎
（
一
八

二
七‐

一
八
八
一
）
と
車
職
の
高
山
幸
助
ら
三
人
で
、
一

八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
人
力
車
を
発
明
。
一
八
七
〇
（
明

治
三
）
年
三
月
二
十
二
日
、
東
京
・
日
本
橋
で
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
樋
口
一
葉
（
一
八
七
二‐

一
八
九
六
）
の

小
説
『
た
け
く
ら
べ
』
に
も
「
車
夫
」
の
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
姿
は
阪
東
妻
三
郎
（
一
九
〇
一‐

一
九
五

三
）
主
演
の
映
画
『
無
法
松
の
一
生
』
（
一
九
四
三
年
十 

月
公
開
）
の
主
人
公
の
「
車
夫
」
の
姿
で
す
。 

 

こ
の
句
で
は
人
力
車
を
曳
く
「
老
車
夫
」
が
「
喘 あ

え

ぐ
」

姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

一
九
一
二
（
大
正
元
年
）
年
八
月
五
日
、
日
本
で
初
め

て
「
タ
ク
シ
ー
自
動
車
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
東
京
・

銀
座
・
数
寄
屋
橋
で
タ
ク
シ
ー
は
誕
生
し
ま
し
た
。
人
力

車
の
客
は
タ
ク
シ
ー
の
普
及
に
つ
れ
て
次
第
に
減
り
、

「
老
車
夫
」
に
は
未
来
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
力
車
を
曳
き

「
喘
ぐ
」
「
老
車
夫
」
の
姿
と
亡
び
ゆ
く
も
の
の
心
象
風

景
を
表
現
し
た
「
昼
の
月
」
の
取
り
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す
。

こ
れ
は
「
老
車
夫
」
を
描
い
た
剣
花
坊
の
「
民
衆
芸
術
」

と
し
て
の
「
社
会
詠
」
の
「
新
川
柳
」
で
す
。 

こ
の
他
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
前
後
に
剣
花
坊
は

次
の
よ
う
な
「
社
会
詠
」
の
「
新
川
柳
」
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。 

子
を
負
ふ
た
夕
刊
売
り
に
霙

み
ぞ
れ

降
る 

剣
花
坊 
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焼
場

や

き

ば

道
目
の
無
い
乞
食
生
き
て
ゐ
る 

 

剣
花
坊 

泥
棒
と
夜
逃
と
路
次

ろ

じ

で
す
れ
違
ひ 

 
 

剣
花
坊 

子
を
捨
て
た
晩
の
悶
え
は
乳
を
抱
き 

 

剣
花
坊 

  

「
子
」
を
背
負
い
な
が
ら
「
夕
刊
」
を
売
る
新
聞
配
達

人
、「
目
の
見
え
な
い
乞
食
」、「
泥
棒
」
、「
夜
逃
」
を
す
る

人
、
貧
し
さ
の
た
め
「
子
を
捨
て
た
」
母
親
な
ど
社
会
の

底
で
生
き
て
い
る
人
々
の
「
内
な
る
痛
み
や
哀
し
み
」
を

剣
花
坊
は
「
新
川
柳
」
で
描
い
て
い
ま
す
。 

 

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
前
後
に
も
次
の
よ
う
な
「
社

会
詠
」
の
「
新
川
柳
」
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

正
月
を
楽
し
ん
で
居
て
売
ら
れ
た
娘 こ 

 

剣
花
坊 

暁
の
淋
し
い
赤
い
塗
枕 

 
 
 
 
 
 

剣
花
坊 

 

大
正
時
代
に
は
貧
し
い
家
庭
の
た
め
に
遊
郭
や
花
街

に
「
売
ら
れ
た
娘
」
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
「
赤
い
塗 

枕
」
や
赤
い
布
団
は
遊
郭
の
寝
具
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。「
暁
の
淋
し
い
」
と
い
う
主
観
的
な
表
現
に
身
を
売

る
女
性
た
ち
の
「
内
な
る
痛
み
や
哀
し
み
」
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。 

妾
宅
の
裏
手
へ
か
ゝ
る
労
働
歌 

 
 
 

剣
花
坊 

  

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
の
作
。
こ
の
年
の
雑
誌
『
改

造
』（
新
年
号
）
で
小
説
家
の
有
島
武
郎
は
「
宣
言
ひ
と
つ
」

と
題
す
る
次
の
一
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

「
最
近
、
日
本
に
於
て
、
最
も
注
意
せ
る
べ
き
も
の
は
、 

社
会
問
題
と
し
て
、
ま
た
解
決
と
し
て
の
運
動
が
、
い
わ

ゆ
る
学
者
も
し
く
は
思
想
家
の
手
を
離
れ
て
、
労
働
者
そ

の
も
の
の
手
に
移
ろ
う
と
し
つ
つ
る
こ
と
だ
。
」 

 

有
島
武
郎
は
こ
の
一
文
で
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
新
た
に
勢
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
「
無
産
階

級
」
が
台
頭
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
続
く
） 
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句
集
と
い
う
と
完
成
形
を
想
像
し
が
ち
だ
が
、
こ
こ
で
目
指
し
た
い

の
は
「
途
中
経
過
と
し
て
の
句
集
」
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
時
点
で
の
自

分
を
、
そ
の
ま
ま
棚
に
置
く
。
そ
の
行
為
こ
そ
が
、
川
柳
を
続
け
て
き

た
証
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
だ
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
、
平
川
柳
さ
ん
に
お
願
い
し
て
連
載
中
の
「
現
代
川

柳
の
詩
学
」
を
電
子
ブ
ッ
ク
と
し
て
ま
と
め
る
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
は

“
答
え

”
の
本
で
は
な
い
。
川
柳
と
は
何
か
を
定
義
す
る
た
め
の
書
で

も
な
い
。
平
川
柳
さ
ん
が
長
い
あ
い
だ
川
柳
に
つ
い
て
考
え
、
迷
い
、

立
ち
止
ま
り
、
ま
た
歩
い
て
来
ら
れ
た
、
そ
の
時
間
の
記
録
だ
と
思
う
。

電
子
と
い
う
器
は
、
完
成
を
急
が
ず
、
思
考
の
揺
ら
ぎ
や
未
整
理
の
部

分
も
、
そ
の
ま
ま
抱
え
込
ん
で
く
れ
、
後
日
の
修
正
、
加
筆
も
可
能
な

の
で
、
新
し
い
試
み
も
入
れ
た
息
の
長
い
ブ
ッ
ク
に
出
来
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
る
。 

 

川
柳
は
完
成
形
で
は
な
く
、
生
成
の
芸
術
で
あ
る
。
詠
ん
だ
瞬
間
よ

り
も
、
そ
の
後
の
時
間
の
な
か
で
、
句
は
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
て
い
く
。

三
周
年
と
は
区
切
り
で
は
な
く
、
流
れ
の
途
中
に
立
ち
止
ま
り
、
い
ま

の
景
色
を
見
渡
す
た
め
の
節
目
な
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
言
葉
と
時
間
を
重
ね
な
が
ら
、
無
理
を
せ
ず
、
急
が
ず
、

皆
様
と
手
を
携
え
て
進
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。 

「
三
周
年
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
鍋
心
平
太 

 

お
か
げ
さ
ま
で
当
サ
イ
ト
も
こ
の
四
月
で
三
周
年
を
迎
え
る
。

三
年
と
い
う
時
間
は
、
振
り
返
れ
ば
短
く
、
し
か
し
確
か
に
重
み
を

も
っ
た
歳
月
で
も
あ
る
。 

天
守
閣
サ
イ
ト
に
集
ま
っ
た
言
葉
た
ち
が
、
い
つ
の
ま
に
か
人
の

息
づ
か
い
を
帯
び
、
互
い
に
呼
応
し
合
う
場
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

こ
と
に
、
今
さ
ら
な
が
ら
開
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
投
稿
さ
れ
た

一
句
一
句
の
背
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が
あ
り
、
迷
い
が
あ

り
、
各
々
の
一
日
が
確
か
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。 

さ
て
、
三
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ふ
た
つ
の
試
み
を
考
え
て

い
る
。 

ひ
と
つ
は
、
会
員
お
一
人
ず
つ
の
句
を
束
ね
た
「
個
人
別
記
念
句

集
」
の
作
成
で
あ
る
。
誰
か
の
代
表
作
を
競
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
そ
の
人
が
詠
み
、
捨
て
、
残
し
て
き
た
言
葉
と
時
間
を
、
一
冊

の
か
た
ち
に
留
め
る
こ
と
。
試
作
と
し
て
ま
と
め
つ
つ
あ
る
私
自
身

の
句
集
「
び
わ
湖
と
逢
坂
」
を
眺
め
て
い
る
と
、
句
は
作
品
で
あ
る

以
前
に
、
人
生
の
断
片
な
の
だ
と
実
感
出
来
る
。
推
敲
の
跡
も
、
行

き
止
ま
り
も
、
書
き
直
し
の
痕
も
、
自
分
が
歩
い
て
き
た
道
そ
の
も

の
な
の
だ
と
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３４回 ウェブ川柳天守閣 ご案内 
 

 
お題  「アングル」    加山勝久 選   

   「氷柱」     波部珀兎 選  

「秘密」    互 選  

「雑詠」     真鍋心平太 選 

「船」（短句）  互 選   

（投句 各 2 句）  

投句料 3 回につき 1000 円 

（請求書メールが届いたらお支払い下さい。） 

 

投句開始 ２０２６年２月９日（月）から  

投句締切 ２０２６年月 1５ 日（日）まで  

互選投票 投句締切後下記の期間内に投票して下さい。 

     ２月 16 日（月）～２月 19 日（木）  

披講発表 ２月２０日（金）から随時閲覧可能になります。  

左記の投句、互選投票、結果発表の閲覧は 
下記 URL から可能です。 
 https://tensyukaku.com/   
 

投句、互選投票は会員登録が必要です。 

会員登録は下記 URL より 

https://tensyukaku.com/id_make.php 

 

スマホは下記 QR コードから  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

投句・閲覧        会員登録 

二
〇
二
六
年
一
月
二
五
日
発
行 

ウ
ェ
ブ
川
柳
天
守
閣
会
報 

（
発
行
責
任
者 

真
鍋
心
平
太
） 

（
編
集
人 

 
 

真
鍋
心
平
太
） 

  
 

 

（
事
務
所
） 
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滋
賀
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大
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丁
目
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7

号
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川
柳
天
守
閣 

 

℡
・
fax 
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２
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２
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